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図3 水溶液中での鎖の膨張因子 αR (実線)
と水和量() (点線)を温度に対してプロット






20 22 24 30 
T 










Qn(T， f)三 JdRZ川 R)eβf.R (5) 
に移行する高分子鎖統計の標準的な手法により平均末端間距離並びに水和量を算出する.図 5は
平均末端間距離R/nαを無次元化した張力 t三fα/ksTの関数としてプロットしたものである
[12]. (α はモノマーのサイズ.)換算温度ア三 1-8o/Tでァ=-1.5 (水和状態)， T = -0.5 (部
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分配関数を最大にする熱平衡分布は，水に対して jc，(W)/n = (1 -f)ηc，(W)t(入Wt)C" メタノール
に対して jc，(m)/n = (1 -f)ηc，(m)t(入mtP)C， となる. ここで tはZimm-Braggの均衡条件
T41{WW)(入wt)+ず)(入mtP)}= 1 
を満たす解である [1]. この解tを用いると全被覆率は







から計算することができる.ここで (R2)~/2 三 αnVG はグロビュール状態で、の平均 2 乗末端間距
離で，(2vF-l (x)三 V2VF(X)/V1(X)は各溶媒成分の鎖上での連鎖長?κ は膨潤状態と凝集状態で









」? ? ? ? ? ?
『???
1.2 















































































論計算で用いたパラメータは 80 555， 
入。=0.002" n = 100， 80 = 565，入。=

















果を図 10に示す.予想通り分子量にはあまり依存せず， 20%wt程度まで平坦な LCST曇点曲
線が得られ.実験データをうまく再現することが確認された.
混合溶媒の共貧溶媒性と相分離領域の拡大
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を求める.図 11には安定性の限界条件 IGI=0よりスピノダル線を計算した結果を，換算温度
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